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←もどる 

「感謝の気持ち」を忘れずに 

すすむ→ 

 2024年の弊社の取り組みは、「住み続けられるまちづくりを」を目標

として、引き続き「感謝の気持ち」を忘れずに、社会状況の変化に対応し

ながら作業を進め、皆様の個性的なライフスタイルを考慮して、ご満足い

ただけるような最適なプランを提案させていただきます。 

 「すまい造りメール」では、住まいに関する情報をはじめ、地域に密着した新鮮な

情報や楽しい話題を提供できるように心掛けます。また、いろいろな意味で双方向型

のコミュニケーションを模索していきます。 

 

 

 
 

 「よこすか文学館」の欄では、三浦半島に点在する文学碑や史的記念碑の前に立

ち、作品や作者の心情に思いを馳せさらに深く掘り下げようと思います。中古、中世

の物語文学を中心に研究されている中島正二氏に、引き続き執筆していただきます。 

 「横須賀製鉄所物語」の欄では、横須賀製鉄所がその後の日本の発展に 

及ぼした影響について井上吉隆氏に、引き続き執筆していただきます。 

また、新しいシリーズとして井上氏が創作した歴史小説をご紹介します。 

 「前略 おせわ様。その後いかがお過ごしですか。」の欄では、 

弊社が担当した施工事例をわかりやすくご説明させていただきます。 

 

 これからも、皆様の「快適な暮らし」のヒントやサポートとなるような取り組みを

続けて参ります。 

 日頃よりご愛顧を賜りましてありがとうございます。また、「すまい造りメール」を

ご覧いただきまして、重ねて御礼申し上げます。 

 皆様におかれまして、2024年が素敵な

一年になりますことを心よりお祈り申し上

げます。 
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地域情報
ローカルニュース
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◆講演会 

 2024年2月3日(土) 
 13:30～（12:30開場） 

     たかのてるこ 
自分と追浜が元気になる♪

スペシャル講演会 

世界は愛でできている 
追浜コミュニティセンター      

               北館3階 集会室 

<主催>横須賀市民生局福祉

こども部福祉総務課地域力

推進係 
 

「世界中の人と仲良くなれ

る!」と信じ、7大陸･70ヵ

国を駆けめぐり、その旅の

経験をもとに「生きてるだ

けでめちゃ頑張っている自

分をほめちぎって、愛いっ

ぱいに生きよう!」と呼びか

けます。全国の 

自治体や学校で 

の講演も人気を 

博しています。 

入場は無料ですが、電話ま

たはネットによる事前のお

申込み（先着200名）が必

要です。 

 ☎ 046(822)4000 
または、ネットで 

「横須賀市公式HP」より 

➡「観光･イベント」 

➡「イベントカレンダー」 

➡「2月」とお進みください。

三浦半島周辺で開催され

るイベントや地域情報等

を紹介します。

 

♪Here Comes The Sun 
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お問い合わせ 

 住まいに関する皆様の疑問や質問、お知らせしたいことや情報などがございましたら、ご連絡ください。郵送の停止を希望さ

れる場合や、バックナンバーを希望される場合など、ご遠慮なく、お申し出ください。 

 尚、ホームページより「すまい造りメール」創刊号からのバックナンバーをはじめ、追浜周辺の地図「Oppamap 2024」A-9歩

ZONE版（永久保存版）を（Blog「Oppamap2024」より）ダウンロードすることができますので、是非ご活用ください。 

 皆様の「快適な暮らし」のヒントになることができましたら幸いです。  

      〒237-0068  神奈川県横須賀市追浜本町1-25 有限会社佐野工務店  
                 TEL 046(865)4010  FAX 046(865)6139 

検索 すまい造り 

 夢窓疎石（夢窓国師）は横須賀製鉄所とは全く関係のないような人物と思われますがそうではありません。時代

を遡り鎌倉時代には横須賀は未だ未開の地であり、特に稲岡町は人も入らぬ山林でした。その未開の地に庵を結ん

だのが夢窓疎石です。鈴木かおる氏の『三浦一族の史跡道』によりますと、「三浦貞宗の本城は、三浦郡横須賀郷

逸見村長峰（横須賀市緑が丘の諏訪神社の裏山）であろう。貞宗は、宝治の乱で生き残った庶流・佐原時連の孫

（時連-宗明-貞宗-行連-範連）で、横須賀氏を称している。彼は自領の横須賀郷内に泊船庵（今の米軍基地内）を

建て高僧・夢窓疎石を住まわせ、…」と記されています。現在でも米海軍横須賀基地内には「泊船庵」の碑が残さ

れています。基地内見学の機会があればドライドックの近くに建立されていますので、碑を見ることで当時を偲ん

でみてはいかがでしょうか。このように横須賀製鉄所建設以前に鄙びた海辺近くの山林に庵を結んだ高僧がいたこ

とを記憶しておきたいものです。 

 それでは、夢窓疎石はどのような人物だったのでしょうか。夢窓疎石は、後醍醐天皇や足利尊氏からも深く帰依

されていました。そして、歴代天皇から七度にわたり「国師」号を賜与されました。その一つが「夢窓国師」号

で、広くこの名称が使用されています。夢窓疎石は、鎌倉時代以降において臨済宗では重きをなした高僧で鎌倉の

円覚寺、京都の南禅寺、浄智寺などそれぞれの五山の寺の住職に八度も務めています。そして、夢窓疎石により開

山した寺は京都の天龍寺、甲斐の恵林寺など主な寺だけでも六ヶ寺に及びました。特に、京都天龍寺は南北朝の争

乱により南朝の後醍醐天皇の冥福を祈り、北朝の足利尊氏が建立したもので、京都五山の筆頭（南禅寺は別格）に

位置づけられています。また、夢窓疎石は庭園の設計にも秀でた才能を有し、甲斐の恵林寺の他、京都の名庭と呼

ばれている天龍寺庭園、苔寺で有名な西方寺庭園を作庭しています。 

 そして、この近くの寺院での作庭では鎌倉市における瑞泉寺庭園です。その庭園の何れもが国の特別名勝・名勝

に指定されています。せめて近くの瑞泉寺庭園を拝観して、横須賀製鉄所の建設場所に庵を結んで高僧となった夢

窓疎石を偲びたいものです。                         （元横須賀市助役 井上吉隆） 

♪What a wonderful world 

 三浦半島に点在する文学碑や史的記念碑を実見し、作者やその作品の成立事情、

碑の現状などについてご紹介します。 

 

       

 

 

 嘉永6（1853）年、ペリー提督率いる4隻の軍艦が浦賀沖に現れ、日本の開国を求めました。「鎖国」状態だっ

た日本は朝野とも大混乱、そのような世情を詠んだのが上掲の狂歌です。高級茶の「上喜撰」と「蒸気船」を掛け

たもので、「上喜撰」を飲んで眠れないように、黒船の来航で夜も眠れない、といった意味です。 

 ところで、この狂歌の作者は、幕末の鯖江藩主で老中も務めた間部詮勝（まなべ･あきかつ）だという説がありま

す。鯖江市ではこの説に依拠して、「さばえ狂歌コンクール」が開催されています。この説は『久里浜村誌』

（1917年）の記載によるものですが、同書では上掲狂歌は「太平の眠を覚す蒸気船たつた二杯で夜もねられず」

となっています。来航した4隻の黒船は帆船2隻と蒸気船2隻だったので、「二杯」の方が実態に即しています。 

 （洗足学園中学高等学校教諭 中島正二） 

 臨済宗 五山 

  鎌倉五山・京都五山と呼ばれる寺院があります。五山については、鎌倉時代に北条氏により中国の南宋を例にして五山制度を 

  導入して、鎌倉の寺院を中心として五山を選定しました。そして、南北朝時代になりますと、足利将軍家が夢窓疎石を中心と 

  して京都の寺院に、新たに五山を選定しました。その後、種々の経過を経て室町時代の1386年（至徳3年）に三代将軍足利 

  義満が京都相国寺を創建した後に京都五山と鎌倉五山を分割し、両五山の別格として京都南禅寺を置くことにしました。 

      鎌倉五山 第一位建長寺 第二位円覚寺 第三位寿福寺 第四位浄智寺 第五位浄妙寺 

      京都五山 第一位天龍寺 第二位相国寺 第三位建仁寺 第四位東福寺 第五位万寿寺 

                                                    以上の格付けは、足利氏による臨済宗寺院の政治・政略的な格付けだと言われています。 

泰平の ねむりをさます じようきせん 

たつた四はいで 夜も寝られず 


